
さかいまち
議会だより 令和4年

5月1日発行

No. 200

目　次
◆第１回定例会議決事項  ………………  P.２～P.４
◆一般質問 ………………………………   P.５～P.６
◆第１回臨時会及び第2回臨時会議決事項 …… P.７
◆議会活動 ……………………………………… P.８



定
例
会
関
係

　

開
会
初
日
（
３
月
４
日
）
本
会
議
に
提
案
さ
れ

た
令
和
４
年
度
境
町
一
般
会
計
及
び
７
件
の
特
別

会
計
並
び
に
水
道
事
業
会
計
は
、
予
算
特
別
委
員

会
（
斉
藤
政
雄
委
員
長
）
を
設
置
し
、
同
委
員
会

に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
は
、
３
月
８
日
に
開
催
さ
れ
慎
重
に
審

議
し
た
結
果
、
全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
、
３
月
10
日
の
本
会
議
に
お
い
て
委
員
長

報
告
の
と
お
り
全
会
一
致
を
も
っ
て
可
決
さ
れ
、

新
年
度
予
算
が
成
立
し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
お
い
て
は
、
ま
ん
延
防
止
等
重
点

措
置
期
間
中
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
一
般
質
問
の

一
人
当
た
り
の
持
ち
時
間
を
30
分
に
短
縮
し
て
実

施
し
、
議
場
内
で
の
議
会
傍
聴
に
つ
き
ま
し
て
も

ご
遠
慮
い
た
だ
く
な
ど
、
最
大
限
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
行
い
開
催
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
住
民
の
皆
様
に
は
ご
理
解
ご
協
力

を
賜
り
ま
し
て
、
改
め
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

予算特別委員会を進行する

斉藤　政雄　委員長

令和４年 第１回定例会
３月４日～３月10日（７日間の会期）

全議案・原案可決

区　分 令和４年度 令和３年度 対前年度増減率
境町一般会計 133億7,500万円 132億3,000万円 1.1％

特
別
会
計

坂東市外2か町公平委員会 70万円 70万円 －
境町住宅事業 3億7,850万円 3億7,830万円 0.1％
境町国民健康保険事業 27億4,850万円 28億1,000万円 △2.2％
境町後期高齢者医療事業 5億2,860万円 4億9,330万円 7.2％
境町介護保険事業 19億4,350万円 20億700万円 △3.2％
境町公共下水道事業 7億8,600万円 7億7,210万円 1.8％
境町農業集落排水事業 2億3,150万円 2億3,080万円 0.3％

合　　　計 199億9,230万円 199億2,220万円 0.4％

令和4年度　会計別予算額

境町水道事業 令和４年度 令和３年度 対前年度増減率
収益的収入 6億7,882万円 6億3,724万円 6.5％
収益的支出 6億7,324万円 6億3,345万円 6.3％
資本的収入 400万円 400万円 －
資本的支出 1億7,506万円 2億7,590万円 △36.5％

（資本的収支の不足分については、過年度損益勘定留保資金等で補てんする。）

令和４年度　水道事業会計予算額
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令和3年度境町各種会計補正予算

会　計 予算現額 補正額 補正後の金額

一般会計（議案第9号） 209億1,171万円 1億3,352万円 210億4,523万円

特
別
会
計

住宅事業（議案第10号） 3億8,411万円 △2,450万円 3億5,961万円

国民健康保険事業（議案第11号） 28億4,821万円 1,932万円 28億6,753万円

後期高齢者医療事業（議案第12号） 4億9,499万円 100万円 4億9,599万円

介護保険事業（議案第13号） 20億9,073万円 △3,100万円 20億5,973万円

公共下水道事業（議案第14号） 7億7,159万円 △24万円 7億7,135万円

農業集落排水事業（議案第15号） 2億4,427万円 △61万円 2億4,366万円

境町水道事業（議案第16号） 予算現額 補正額 補正後の金額
収益的収入 6億3,724万円 0円 6億3,724万円

収益的支出 6億3,345万円 498万円 6億3,843万円

決
算
特
別
委
員
会
を
進
行
す
る

渡
邊　

昇　

委
員
長

議案番号 議案名 議決年月日 議決結果

議案第4号
境町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する

条例案について
令和4年3月10日 原案可決

議案第5号
境町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例

案について
令和4年3月10日 原案可決

議案第6号
境町職員の特殊勤務手当に関する条例等の一部を改正

する条例案について
令和4年3月10日 原案可決

議案第7号
境町国民健康保険税条例の一部を改正する条例案につ

いて
令和4年3月10日 原案可決

議案第8号
境町都市計画法の規定による開発行為の許可等の基準

に関する条例の一部を改正する条例案について
令和4年3月10日 原案可決

議案第26号 財産の無償貸付けについて 令和4年3月10日 原案可決

議案第27号 町道路線の認定について 令和4年3月10日 原案可決

議案第28号 町道路線の変更について 令和4年3月10日 原案可決

発議第1号 境町議会予算特別委員会の設置について 令和4年3月４日
即　　日
原案可決

各議案等審議結果

補正予算関係

水道事業会計補正予算
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○
境
町
副
町
長
の
選
任
に
つ
き
議
会
の

同
意
を
求
め
ら
れ
、
全
会
一
致
で
即
日

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
住
所
　
境
町
大
字
西
泉
田

　
氏
名
　
野
尻
　
智
治
　
氏
　

○
境
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の

委
員
の
選
任
に
つ
き
議
会
の
同
意
を
求
め

ら
れ
、
全
会
一
致
で
即
日
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
住
所
　
境
町
大
字
蛇
池

　
氏
名
　
鹿
久
保
　
利
男
　
氏

○
坂
東
市
外
２
か
町
公
平
委
員
会
の
委

員
の
選
任
に
つ
き
議
会
の
同
意
を
求
め
ら

れ
、
全
会
一
致
で
即
日
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
住
所
　
坂
東
市
幸
田

　
氏
名
　
小
林
　
健
　
氏

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て
議

会
の
意
見
を
求
め
ら
れ
、
全
会
一
致
で

適
任
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

○
境
町
農
業
委
員
会
の
委
員
の
任
命
に

つ
き
議
会
の
同
意
を
求
め
ら
れ
、
次
の

11
名
の
方
が
全
会
一
致
で
即
日
同
意
さ

れ
ま
し
た
。

　
住
所
　
境
町
大
字
伏
木

　
氏
名
　
染
谷
　
富
士
男
　
氏

　
住
所
　
境
町
大
字
長
井
戸

　
氏
名
　
芝
田
　
和
則
　
氏

　
住
所
　
境
町
大
字
大
歩

　
氏
名
　
渡
辺
　
隆
弘
　
氏

　
住
所
　
境
町
大
字
百
戸

　
氏
名
　
長
野
　
元
明
　
氏

　
住
所
　
境
町

　
氏
名
　
高
島
　
信
夫
　
氏

　
住
所
　
境
町
大
字
金
岡

　
氏
名
　
中
村
　
健
二
　
氏

　
住
所
　
境
町
大
字
猿
山

　
氏
名
　
秋
田
　
均
　
氏

　
住
所
　
境
町
大
字
伏
木

　
氏
名
　
染
谷
　
登
　
氏

　
住
所
　
境
町
大
字
伏
木

　
氏
名
　
間
中
　
毅
　
氏

　
住
所
　
境
町
大
字
塚
崎

　
氏
名
　
染
谷
　
幸
一
　
氏

　
住
所
　
境
町
大
字
桐
ケ
作

　
氏
名
　
上
原
　
美
智
子
　
氏

　
住
所
　
境
町
大
字
志
鳥

　
氏
名
　
金
久
保
　
徳
一
　
氏

　
住
所
　
境
町
大
字
長
井
戸

　
氏
名
　
織
原
　
孝
司
　
氏

　
住
所
　
境
町

　
氏
名
　
小
松
原
　
裕
　
氏

人　

事　

案　

件

決　　議

救 援 金

　令和４年３月10日定例会最終日、追加議案として「ロシア連邦によるウクライナ侵攻に対して断固
抗議する決議案」を提出し、全会一致で可決いたしました。
　この決議は、境町議会がロシア連邦による一連のウクライナへの軍事侵攻に対して厳重に抗議するも
のであります。

　境町議会では、ウクライナ人道危機救援金として12万円（議員１人１万円）を、日本赤十字社を通
して贈らせていただきました。

決議第1号　ロシア連邦によるウクライナ侵攻に対して断固抗議する決議案
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議
席
１
番

　

佐
怒
賀　

康
輔　

議
員

議
席
10
番

田
山　

文
雄　

議
員

Q　
境
町
に
お
け
る
現
在
の
空
き
家

物
件
数
は
ど
れ
く
ら
い
か
。
ま
た
空
き

家
問
題
に
対
し
て
今
後
ど
の
よ
う
な
対

策
を
と
っ
て
い
く
予
定
か
。

A　
平
成
28
年
の
調
査
に
よ
る
と
空

き
家
の
総
件
数
は
４
３
３
件
で
、
地
区

別
の
空
き
家
数
は
境
地
区
１
５
７
件
、

長
田
地
区
１
１
１
件
、
猿
島
地
区
86

件
、
森
戸
地
区
35
件
、
静
地
区
44
件
で

あ
る
。

 　

今
後
は
有
識
者
を
含
め
た
協
議
会

を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
空
き
家
バ
ン

ク
の
設
置
や
空
き
家
再
利
用
施
策
な
ど

Q　
地
域
の
高
齢
化
が
進
む
中
、
買

い
物
が
困
難
な
方
に
対
し
て
、
民
間
と

連
携
し
て
移
動
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
取
組

を
し
て
い
る
自
治
体
も
増
え
て
き
ま
し

た
が
、
当
町
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

A　
当
町
と
し
て
は
、
ス
マ
ー
ト
物

流
事
業
と
し
て
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
配
送

な
ど
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
民
間
業
者
と
連
携
を
図
り

つ
つ
買
い
物
困
難
な
方
々
の
実
態
把
握

に
努
め
る
と
と
も
に
、
必
要
な
支
援
の

実
施
に
関
係
機
関
と
調
整
し
て
ま
い
り

た
い
。  

 

（
福
祉
部
長
） 

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

買
い
物
弱
者
に
対
す
る

支
援
に
つ
い
て

一 般 質 問一 般 質 問

３人の議員が登壇しました　　

も
積
極
的
に
検
討
し
、
他
自
治
体
の
事

例
な
ど
も
参
考
に
進
め
て
い
き
た
い
。

（
企
画
部
長
）

１番　議席１番　佐怒賀　康輔　議員
　⑴空き家対策について

２番　議席10番　 田山　文雄　議員
　⑴買い物弱者に対する支援について
　⑵帯状疱疹ワクチンについて

３番　議席２番　染谷　直人　議員
　⑴橋本町政３期目の財政運営について
　⑵ 若者の将来的な当町への定着を企図した教育

支援の充実について
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Q　
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
は
、
発
症

し
て
も
軽
症
、
後
遺
症
の
予
防
に
も
つ

な
が
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
帯
状
疱
疹

の
発
症
は
、
50
歳
を
境
に
急
激
に
上
昇

す
る
と
さ
れ
て
お
り
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
助
成
に
つ
い
て
当
町
の
考

え
を
伺
い
た
い
。

A　
予
防
接
種
の
意
義
は
大
き
い
と

認
識
し
て
い
る
。
全
国
で
も
13
の
自
治

体
が
助
成
し
て
い
る
が
、
定
期
接
種
で

は
な
く
任
意
接
種
で
あ
る
事
か
ら
、
当

町
と
し
て
は
県
と
相
談
し
な
が
ら
、
安

全
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助
成
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 
 

    （
町
民
生
活
部
長
）

Q　
橋
本
町
政
３
期
目
の
財
政
運
営

に
関
し
、
今
後
４
年
間
の
見
通
し
と
取

組
方
針
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

A　
橋
本
町
長
就
任
以
来
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
積
極
活
用
、
地
方
創
生
関
連

の
補
助
金
の
獲
得
等
を
通
じ
、
昭
和
42

年
来
、
増
え
続
け
て
い
た
地
方
債
残
高

を
１
７
２
億
円
か
ら
１
５
１
億
円
へ
削

減
し
、
貯
金
で
あ
る
基
金
残
高
は
７
億

円
か
ら
33
億
円
へ
増
加
。

　

財
政
予
測
に
基
づ
く
令
和
７
年
度
の

地
方
債
残
高
１
４
３
億
円
、
基
金
残
高

59
億
円
、
将
来
負
担
比
率
36
％
と
改
善

見
込
み
で
あ
り
、
引
き
続
き
、
財
政
健

Q　
通
学
高
速
バ
ス
定
期
券
購
入
費
助

成
事
業
に
関
し
、
同
助
成
事
業
の
申
請

件
数
等
お
よ
び
周
知
方
法
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

A　
本
事
業
は
高
速
バ
ス
運
行
開
始

（
令
和
３
年
７
月
）
に
合
わ
せ
て
開
始

し
、
現
時
点
で
の
申
請
件
数
は
、
都
内

の
大
学
に
通
う
大
学
生
の
１
件
。
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
町
内
学
校
へ
の
周
知

を
行
い
、
令
和
４
年
度
の
申
請
は
、
都

内
進
学
者
数
件
が
見
込
ま
れ
る
。
今
後

は
、
各
学
校
と
連
携
し
、
卒
業
生
の
進

路
把
握
や
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
う
こ
と
に

加
え
、
通
勤
者
も
助
成
対
象
と
す
る
等

の
検
討
を
行
い
、利
用
を
促
進
し
た
い
。

 
 

 

（
企
画
部
長
）

Q　
﹁
境
町
奨
学
生
﹂
事
業
に
関
し
、

奨
学
金
貸
与
状
況
お
よ
び
更
な
る
支
援

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

橋
本
町
政
３
期
目
の

財
政
運
営
に
つ
い
て

若
者
の
将
来
的
な
当
町
へ
の

定
着
を
企
図
し
た
教
育
支
援

の
充
実
に
つ
い
て

議
席
２
番

染
谷　

直
人　

議
員

全
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

 
 

 

（
企
画
部
長
）

策
の
検
討
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

A　
平
成
28
年
４
月
に
境
町
奨
学
金

貸
付
条
例
を
制
定
し
、
令
和
３
年
度
は

13
名 

合
計
３
１
２
万
円
を
奨
学
金
と
し

て
貸
付
を
実
施
。
こ
れ
ま
で
６
年
間
で

22
名
１
，２
９
６
万
円
の
貸
付
を
実
施
。

本
奨
学
金
は
、
当
町
の
定
住
促
進
も
兼

ね
て
お
り
、
最
終
学
校
卒
業
後
、
５
年

間
当
町
に
居
住
し
た
場
合
、
返
還
を
免

除
す
る
も
の
と
し
て
お
り
、
卒
業
生
９

名
の
う
ち
８
名
が
町
内
に
居
住
中
。

　

議
員
申
入
れ
の
ふ
る
さ
と
納
税
を
活

用
し
た
奨
学
金
の
返
済
に
関
し
て
は
、

新
し
い
提
案
で
あ
り
、
今
後
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
。 （
副
町
長
・
教
育
次
長
）
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会　計 予算現額 補正額 補正後の金額

一般会計（承認第１号） 188億6,611万円 1億9,761万円 190億6,372万円

一般会計（承認第２号） 190億6,372万円 5,000万円 191億1,372万円

一般会計（議案第３号） 191億1,372万円 17億9,799万円 209億1,171万円

会　計 予算現額 補正額 補正後の金額

一般会計（議案第29号） 210億4,523万円 15億2,105万円 225億6,628万円

令和４年 第１回臨時会

令和４年 第２回臨時会

１月25日（１日間の会期）

３月28日（１日間の会期）

補正予算関係

補正予算関係

議案番号 議案名 議決年月日 議決結果

議案第1号
境町と五霞町における学校給食事務の委託に関する規

約の制定に関する協議について
令和4年1月25日 即日原案可決

議案第2号
境町予防接種事故調査委員会条例の一部を改正する条

例案について
令和4年1月25日 即日原案可決

議案番号 議案名 議決年月日 議決結果

議案第30号 財産の取得について 令和4年3月28日 即日原案可決

各議案等審議結果

各議案等審議結果

臨
時
会
関
係
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◯ 
株
式
会
社
一
条
工
務
店
か
ら
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に

よ
り
贈
呈
さ
れ
た
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
の
視
察

 

◯ 

非
接
触
・
空
中
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン

　

令
和
４
年
第
１
回
定
例
会
会
期
中
の
、
３
月
８
日
に

非
接
触
・
空
中
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
窓
口
発
券
機
に
導
入

す
る
た
め
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
委

員
会
室
に
お
い
て
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

三
井
化
学
、
ア
ス
カ
ネ
ッ
ト
、
神
田
工
業
の
３
社

に
よ
る
共
同
開
発
で
、
空
中
に
浮
か
び
上
が
っ
た

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
指
を
近
づ
け
る
と
発
券
機
が
作
動

し
、
直
接
指
で
触
れ
る
こ
と
な
く
使
用
可
能
な
た
め
、

感
染
症
対
策
と
し
て
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

３
月
28
日
、
第
２
回
臨
時
会
終
了
後
、
静
小
学
校

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
昨
年
３
月
に
「
地
域
防
災
力
の
向
上
並
び

に
地
方
創
生
に
関
す
る
包
括
連
携
協
定
」
を
締
結
し

た
株
式
会
社
一
条
工
務
店
か
ら
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
に
よ
り
贈
呈
さ
れ
た
施
設
で
あ
り
ま
す
。

　

災
害
時
に
は
、
23
棟
の
仮
設
住
宅
に
分
割
で
き
、

現
地
で
建
設
す
る
よ
り
も
大
幅
に
早
く
入
居
可
能
と

な
り
ま
す
。

　

放
課
後
児
童
の
健
全
育
成
を
図
る
た
め
、
更
な
る

環
境
整
備
に
向
け
こ
れ
か
ら
も
尽
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

３
月
30
日
、
水
戸
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に

お
い
て
町
村
自
治
功
労
者
表
彰
式
が
開

催
さ
れ
、
渡
邊
昇
議
員
及
び
飯
田
進
前

議
員
が
茨
城
県
町
村
議
会
議
長
会
か
ら
、

議
員
在
職
12
年
以
上
の
自
治
功
労
者
と

し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

非
接
触
・
空
中
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

静
小
学
校
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
視
察

　

茨
城
県
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

議 

会 

活 

動

委 員 長　枝　　史子　　委　　員　渡邊　　昇

副委員長　染谷　直人　　委　　員　青木　輝明

編集発行：茨城県境町議会広報編集委員会
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